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＜連絡事項＞

· 各種研修の知らせがメールできているので各自確認すること。

＜外来情報＞

· 山田　健次様～「うみねこ幸房やめてナイトケアだけにしたい」と話す。主治医より、担当スタッフや　

家族と話をするよう指導ある。

· 鈴木　恵美子様～採血実施。外来まで同じデイケアの杉澤恵子様と行くが、その際採血の為持参してい　

た朝食（おにぎり）をせがまれたと言う。

＜利用者様情報＞

· 村上　元道様～昨日面談実施。デイケアへ来てからの振り返りを行う。現時点で動きすぎ（頑張りすぎ）　

だと認める。面談で、理解と行動が伴っていない事を指摘し、上手く出来ていないときには声を掛けることを伝え本人納得している。

青山荘へは報告済み。

· 河村　哲久様～昨日来所し、再度デイケア通所を希望している。現在、「くるみの里」（作業所）へ通所

しているが、17:00の業務終了後より20:00までの間、三社大祭の山車作りを行っており、疲れがたまっていると言う。7/22より作業所を休む事を職員に伝えている。デイケア通所については8/7の外来受診時に主治医へ相談するよう伝え納得して頂いている。また、8/7の外来受診後にデイケアへ遊びに来たいと話す事あるため、本人へ連絡し食事は自分で持ってくるよう伝える事とする。

· 種本　サハ様～昨日皮膚科受診。耳介部につける薬を舌の気になる箇所へ塗っていたとの事で、口腔内

に使用する薬ではない事説明し納得して頂いている。本人より、熱い食べ物を食べると口の中が痛いとの事で、お膳を先に出して冷ませておいてもらいたいとの希望があることから、本日より先発隊で行くスタッフが対応する事としている。

· 馬渡　武光様～糖尿食から普通食へ変更後、レストランにて大盛りで食しているため普通食の量に戻す

よう指導している。指導後、本日昼より通常の量を食すことが出来ている。

· 村井　節子様～昨日の手工芸プログラムにて、前回まで作った自分の作品（革細工）がなくなっており

棟内を探しているが、見つかることなく作業が手につかない状態となっている。本日、

疲労感訴え欠席。

· 田澤　勝敏様～昨日、八戸赤十字病院受診し採血と尿検査実施。次回は8/1にMRIの検査があるという。

　　　　　　　　　昨日デイケアスタッフへ「大きくなったかな・・・」と不安気な様子で話をしてくる事

あるが、青山荘では特に訴えは無いという。青山荘スタッフより、以前に相沢耳鼻科へ受診しておりレントゲンなどの検査をしていたが、特に痛みも無く原因不明のため、医師より八戸赤十字病院を紹介され今日に至っている。

＜事例検討＞

関　秀治様　（28）　統合失調症

日常生活行動は社会性高く、現在の生活（通所～青山荘）はほぼ問題なく安定している。

※本人が気にしている事

　１、夜の尿もれについて

　　→すごく気にしているほどでもない

　２、青山荘での自治会（サブリーダー）

　　→自治会で他者の意見をまとめるのが大変

　　⇒役割としては誰もが感じる事で当たり前であること伝える

　　　（本日で満期のため役割終了となっている）

　３、異性関係について

　　→以前通所していた女性から現在でも週2回の電話連絡ある

　　⇒今は当院のデイケアにいないため、距離があることから問題ない

　４、平成19年2月に青山荘退所予定

　　→青山荘退所後、どうしたらよいのか分からない

　（デイケア治療計画）

1 自分の気持ちをスタッフに伝える事が出来るようになる

2 就労活動に向けて前向きに気分をコントロールする事が出来るようになる

　（青山荘スタッフより）

　　外泊後、お父様より生活が安定してきたとの話しあり、今後は就労に向けて青明舎と連絡調整しながら援助を開始していく。現時点での問題点は、全てにおいての動機付けが出来ないことが挙げられる。また、対人関係面では慣れている人であれば特に問題は無いが、この先の就労援助の場での対人関係が問題となっている。

　（今後のデイケアでのアプローチ）

　　①SSTなどで自分の意志を話す事が出来る場を利用し援助していく

　　②プログラム以外での個別的援助→個別的な役割を与える

　　⇒上記2点を含め、通所スタッフ間で再度検討

番沢　政勝様　（37）　統合失調症

　現在、デイケア・青山荘にてコミュニケーション能力の向上を目指している。

問題点（本人）

平成17年8月

1 人との対話が上手く出来ない

2 自信をもって取り組む事が出来ない

平成18年6月

1 友達を作りたい

上記2年間の共通問題点

1 職員とは話せるがメンバーと話す事が出来ない

　（青山荘スタッフより）

　昨日、母様との話し合いにより、年金手帳を青山荘スタッフ管理の元、本人預かりとしている。

以前までは、母親が年金の管理をしており、お小遣いのようなかたちでやりくりをしていた。そのため、何か行事があるたびに「金が無いから・・・」と不参加気味であった。今後は、金銭管理を本人と青山荘スタッフで行う事により、金銭についての不安を取り除くと共に管理を行えるよう援助していく。

又、本人と母親との関係については、母親への依存が強いことからスタッフが間に入って対応していく事としている。

　（今後のデイケアでのアプローチ）

1 自信の獲得については、現在実施している選択プログラム（編物）等を継続していく

2 友達作りについては、プログラムを通して「聞く」ということから始めるよう援助していく

また、挨拶やSST等を通して援助していく

